
 は じ め に

　胆嚢捻転症は比較的稀な疾患で，急性胆管
炎・胆嚢炎の診療ガイドライン１）�で重症胆嚢炎
に分類される疾患である．強い臨床症状を伴い
迅速な診断・治療が必要とされる．今回，我々
は比較的若年女性に発症し，術前の造影��検

査で胆嚢の血行障害や胆嚢の変位から胆嚢捻転
症と診断し得た�例を経験したので若干の文献
的考察を加えて報告する．

 症 例

　患　者：��歳，女性
　主　訴：腹痛

術前診断しえた胆嚢捻転症の�例 ���

�

　平成��年�月��日受付　平成��年�月��日受理，　�〒���‐����　京都府城陽市平川西六反����

京府医大誌　���（�），���～���，����．

��検査にて術前診断しえた比較的若年女性に発症した
胆嚢捻転症の�例

大林　孝吉，上田　英史，出口　勝也，大同　　毅

京都きづ川病院外科＊
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抄　　録

　症例は��歳，女性，����年��月�日深夜に右上腹部から下腹部に強い痛みを生じて当院を救急受

診した．腹部単純��検査で急性胆嚢炎が疑われ，受診�時間後の造影��検査で胆嚢の血流障害を伴

う腫脹を認めたため胆嚢捻転症と診断した．同日全身麻酔下に胆のう摘出術を施行した．術後経過は

良好で術後�日に退院となった．

キーワード：胆嚢捻転症，術前診断，造影��検査．
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　現病歴：����年��月�日深夜，入眠中に右
上腹部から下腹部にかけて強い痛みが出現した
ため救急車にて当院を受診した．
　既往歴，家族歴：特記すべきことなし
　初診時身体所見：身長������，体重�����，
栄養状態は良好，血圧����������，脈拍��
回����．結膜に貧血や黄疸を認めなかった．腹
部は全体に圧痛があり，筋性防御を認めた．
　初診時血液生化学検査所見：白血球�������３，
���������	
��
と正常範囲内であった．生化学
検査では��������	�
��
�，���������	�，�������
����，���������	
��，���������	
�と血清アミ
ラーゼ値に上昇を認めた．
　腹部��所見：初診時の単純��では胆砂を
伴う胆嚢の著明な腫脹を認め（������），�時間後
の造影��では，捻転部と思われるくびれ所見
（������，�黒矢印），左方への胆嚢の変位，胆嚢
壁の血流低下を認めた（������，�白矢印）．
　手術所見：胆嚢捻転症を疑い，同日緊急手術
を施行した．上腹部正中切開で開腹したとこ
ろ，生理的な胆嚢と肝臓の固定は胆嚢頸部でわ
ずかに認めたものの，通常の胆嚢床を認めず，
胆嚢の大部分は腹腔内に遊走していた．胆嚢は
肝臓にわずかな胆嚢間膜で固定された頸部と，
固定されていない体部との境界を中心として反
時計回りに���度捻転していた（������）．捻転
を解除後，胆嚢管と胆嚢動脈を結紮し，頸部の
胆嚢間膜を切離して胆嚢を摘出した．
　摘出標本所見：粘膜は暗赤色に壊死してお
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り，胆嚢壁は全体に浮腫状を呈していた．胆嚢
内には中等量の胆汁および少量の胆砂を認めた
（������）．
　病理所見：胆嚢体部から底部にかけて胆嚢腺
筋症による壁肥厚を認めた．また，同部の粘膜
は出血を伴った浮腫像を認めたが，胆嚢頸部に
炎症所見は認めなかった．
　術後経過：術後経過は良好で，術後第�日目
に軽快退院した．

 考 察

　胆嚢捻転症は����年に������らによって初
めて報告された２�，本邦でも比較的稀な疾患で
ある．本症の発生には，先天的な要因と後天的
な要因が関わっていると考えられている．胆嚢
は内胚葉性の臓器で，胆嚢床において胆嚢の頸
部と体部は結合織で肝臓に固定されているが，
時に間膜を介して肝下面に付着し，動きやすく
腹腔内に遊走した状態の胆嚢がいわゆる遊走胆
嚢である２‐４）．この遊走胆嚢は剖検例の�～�％
に認められると報告されており３）５），胆嚢捻転症
の先天的要因となるとされている２‐４）．後天的要
因としては内臓下垂や近傍腸管の蠕動亢進，脊
椎側弯などの物理的因子があげられ，また，急
激な体位変換や腹腔内圧の急激な上昇でも胆嚢
捻転が誘発されるとされている３）．
　本症は高齢女性に好発するとされ，��歳以上
が��％近くを占め，男女比は�：�といわれて
いる７）．�����は胆嚢間膜の程度により肝床全

体に付着し不完全捻転しやすいⅠ型と，胆嚢間
膜が頸部のみに付着し完全捻転しやすいⅡ型と
に分類し３），Ⅱ型が約�割を占めると報告してい
る．胆嚢捻転症の臨床所見は������の�徴９）�と
して知られており，無力体質の老婦人に多く，
急激な上腹部痛で発症し，腹部腫瘤を触知する
ことが多い．黄疸や発熱を認めないことが多い
とされている．また浦上８）�らは，������の�徴
に炎症反応陽性，保存的治療で改善しない，の
�項目を加えた�項目が比較的特徴的であると
報告している．本症例ではわずかに胆嚢頸部が
肝臓に固定を認めたため�����のⅡ型で完全捻
転を生じていた．本症例の臨床所見は浦上らの
�項目のうち該当するものは急激な発症，黄疸，
発熱を認めない，炎症反応陽性の�項目であっ
た．
　以前は急性胆嚢炎や原因不明の急性腹症とし
て緊急手術となる症例も多かったが，近年の画
像検査の進歩に伴って，超音波検査，����，
����などで術前診断が可能となる症例も増え
てきている１０‐１４）．超音波検査では胆嚢の腫脹，
壁肥厚，変位の所見を呈し１０）１１），急性胆嚢炎との
鑑別は難しいが検査が簡便である利点がある．
��検査では捻転部の渦巻象や造影��で認めら
れる胆嚢壁の血行障害は診断に有用であるとさ
れている１３）１４）．����では胆嚢管の途絶，先細
り像や頸部の欠損像が見られることがある１５）．
本症例においても，造影��検査で胆嚢壁の造
影効果の減弱を認め，開腹時捻転部に一致した
頸部のくびれ様所見が診断の決め手となった．
治療は胆嚢摘出術であるが，腹腔鏡下手術の進
歩に伴って，腹腔鏡下胆嚢摘出術で治療し得た
報告１６‐１８）�も増え，����年�月から����年�月
までの検索しえた��例のうち�例が腹腔鏡下手
術での報告例であった．当院では緊急手術時の
腹腔鏡下手術の体制がまだ整備されていないこ
とや，捻転症での腹腔鏡下手術の経験不足よ
り，安全をきして開腹手術を行ったが，遊走胆
嚢で胆嚢床の剥離がほとんど必要のないことを
考慮すると腹腔鏡下手術も可能であったと考え
られた．
　胆嚢捻転症は急性胆管炎・胆嚢炎の診療ガイ
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ドラインによると重症急性胆嚢炎に分類され，
全身状態の管理のもとでの緊急手術が推奨され
ている．胆石などが原因で発症する重症胆嚢炎
と異なり，胆嚢壁の血行障害がその大きな要因
であるため，胆嚢の壊死や穿孔への経過は早い
が，適切に早期の手術で胆嚢を摘出して炎症の
原因が除去できると良好な予後が期待できると

考えられている１８）．

 結 語

　術前診断可能であり，緊急手術により治療し
得た胆嚢捻転症の�例を経験したので報告し
た．
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